
特許出願のワークフロー
EXCELで業務の流れを書き、その中から困っている点を見い出してIT化が可能かどうかの判断するために必要である。

【出願人（クライアント）】 【弁理士（特許事務所）】 【特許庁】 【一般/他の会社】

1
発明内容の原稿作成

・図面の作成（手書きもある）
　--Drawソフトでトレース,一部修正

2 （電子）メールで原稿送付 3
発明内容の原稿から必要書類を作成
・願書、明細書、図面、写真等

5 完成版の内容をチェック 4 電子メールで出願の書類完成版を送付

6 訂正個所の内容を送付 7 内容を変更

9 訂正版のチェック 8 訂正版の出願書類を送付

最終的にOK?

10 電子出願フォーマットに変換

11 オンライン出願/請求 12 受付ファイルに格納

14 オンライン受信 13 プルーフ/受領書を発送

15 受領書等をHTML変換

16 出願料の納付代行 17 出願手続き

22
出願公開内容を参照
・CD-ROM

22
出願公開内容を参照
・CD-ROM

21
出願公開

・CD-ROM（93.1より）
出願公開内容を参照
・CD-ROM

23 審査請求分の選択 24 審査請求 26 審査開始

25 出願審査請求料の納付代行

27 方式審査

29 補正命令の受信 28 補正命令の受信

30 補正書の原稿作成 31 補正書作成と提出 32 補正書の受取

33 実体審査

36 拒絶理由通知を受信 35 拒絶理由通知を受信 34 拒絶理由通知を発送

37 意見書・補正書の原稿作成 38 意見書・補正書作成

39 意見書・補正書提出 40 意見書・補正書から再度検討

再審査請求料の納付代行

41 再審査

43 特許査定通知を受信 43 特許査定通知を受信 42

44 特許料の納付代行 45 設定登録

（3年分一括）

48 特許権の発生 47 特許権の発生の受信 46 特許の付与

49
特許公報

・CD-ROM（94.1より）
特許公報の内容を検討

52 取消理由通知の受信 52 取消理由通知の受信 51 異議申立の受付 50 異議申立

異議申立の納付

53 意見書・訂正請求の原稿作成 54 答弁書・訂正書の作成

55 答弁書・訂正書の提出 57 意見書・訂正請求の受付

56 審判請求料の納付代行

58 異議決定

59 （有効、取消）

60 異議決定公報

71 拒絶審査の通知受信 71 拒絶審査の通知受信

72 明細書、図面等の変更 73 明細書、図面、分割特許等の作成

74 審判請求 76 審判請求の受付

75 審判請求料の納付代行

77 審判

78 拒絶査定の受信 78 拒絶査定の受信

79 拒絶査定に対する訴訟判断

【裁判所】
80 訴訟ための資料等の準備 81 審判に不服の時、訴訟の提起 （特許庁側の参加）

82

83 判決

84 （有効、取消）

電子出願処理（通信端末：パソコン他）

1年6ヶ月

拒絶査定

特許査定

特許査定拒絶査定

7年以内
（01/10月から3年以内）

【電子出願フォーマット】
・文章：HTML
・図面：BMP,GIF（モノクロ）
（意匠、商標のみカラー、JPEG）
・20MB以内
（越えた場合、Flexible Disk）

・発明内容の必要書類作成
・手書き図面のトレース...1図面：1時間
　1～10図面/件、DRAW等を使用
・電子出願フォーマットに変換
→出願書類の作成に大変苦労している

・クライアントの案件ごとに、各種期限の通知
管理と対処
→特許取得までの各種期限に対してのクライア
ントに通知し納期厳守させることが大変

・クライアントの案件ごとに、発明関連資料と、意見書・補
正書などで5cm以上のファイルの保管管理
→クライアントとの関連文書のやり取りのスピードアップと
文書ファイリングが大変（スペース確保も大変）

有りの時

補正命令

拒絶査定

特許査定

訴訟の時

6ヶ月以内

30日以内

30日以内

60日以内


